
【資料１】

平成26年度　佐賀市立北山東部小学校   学校評価計画

３　本年度の重点目標

５　総括表

領域 評価項目
評価の観点

（具体的評価項目）
担当

学
校
運
営

○教員の資質向上 授業力の向上

教頭
研究主

任
（江島）

個に応じたきめ細かな指
導の充実

学力向
上コー

ディネー
ター

（江島・
角）

読書活動の推進

図書主
任

図書館
司書

（江島・
姉川）

●ＩＣＴ利活用教育の推
進

電子黒板やデジタル教材
の活用

情報教
育担当
（角）

１　学校教育目標
「伝統・文化を大切にし、心豊かで、心身共にたくましい、東部っ子の育成」
①自ら学ぶ子ども ………夢を実現するために、基礎学力の定着を図り、自分の考えを持ち、自ら交流を愉しむ力を育む。
②豊かに薫る子ども ……緑豊かな郷土で、読書に親しみ、楽しく学び合わせることで、思いやりのある心・感動する心を育む。
③逞しく生きる子ども……厳しい自然の下、武道の精神を学ばせ、礼節ある風土と郷土に誇りをもつ子どもを育む。

２　学校経営ビジョン
① 教師の授業力を充実させ、全職員による児童理解に務めながら、個に応じた指導、全職員の共通理解・共通実践により、基礎学力の向上を図る。
② 少人数・複式学級のよさを再認識すると共に、少人数であることの弱点を補強するため、他校（近隣の保・小・中・中規模校）との交流活動・合同学習を進める。
③ 全校児童が仲良く一つになるような学習や季節を感じる遊びの場を設定することで、児童一人一人に学校や地域での楽しさを味わわせ、郷土への愛着を培う。
④ 全校剣道・生徒指導・教育相談等を通して児童理解に努めると共に、保護者・地域の声 を指導に生かし、児童によりよい生活習慣を身につけさせる。

４　前年度の成果と課題

【自ら学ぶ子ども・豊かに薫る子ども・逞しく生きる子ども】

①　あらゆる場面で自信を持って自己表現できる確かな学力を身につけた児童を
育てる。

②　規律正しい生活・全校剣道を通して心身ともに充実した児童を育てる。

③　地域から信頼され、地域と連携した豊かな体験活動が充実した学校づくりを
行う。

○授業・全校スピーチ・プレゼンタイム・交流学習等のあらゆる機会を通して自己表現をさせ，
コミュニケーション能力の向上を図ることができた。
○小学生新聞の閲覧コーナーの設置など工夫し，徐々に時事的な問題に関心をもつことがで
きた。
○学年末の「井原山チャレンジ」・個別の指導等を通して基礎的・基本的な学力の定着につい
て成果が見られた。
○全校児童１００冊以上の読書達成・ICTを活用した学習の推進・他の小学校との交流学習な
ど学力向上のための取り組みを計画的に行うことができた。
○保護者との連携が密で，基本的な生活習慣の確立について理解を得ることができている。
○全校児童が意欲的に剣道に取り組み，心身の成長を図ることができた。
○教育相談について計画的に外部から講師を招き研修を行うことができた。児童についての
共通認識を持ち，職員による一致した指導を行うことができた。
○生活科・「総合的な学習の時間」を利用して児童が地域へ出かけて地域の良さを味わう活動
を多く設定することができた。
【課題】
◆活用力・応用力を育むために授業の質を更に高め，「学力向上」を見据えた校内研究を進
め，個々の授業についてＰＤＣＡサイクルで職員相互が協力して取り組んでいく。
◆小学生新聞の活用など，今後も知識基盤社会に対応できるよう，社会常識や情報社会に明
るい児童の育成に、より一層力を入れる。
◆「総合的な学習の時間」の内容・ボランティア活動の内容等を見直し，児童のいない地区へ
も積極的に職員・児童が出かけ，連携を図るなどの工夫を行う。
◆職員および児童の危機意識の向上のため，訓練の充実や研修だけでなく，常に危機意識を
もった行動をとるための工夫を行う。
◆地元児童・山村留学生が共に切磋琢磨して成長していくために，児童理解を更に細やかに
行い，個々の場面においても共通した指導・支援が行われるように教育相談を進めていく。
◆「開かれた学校」を推進するため，「地域密着型の学校」の良さや学校の教育活動につい
て，校区内を中心としてアピールを積極的に行っていく。

①　あらゆる場面で自信を持って自己表現できる確かな学力を身につけた児童を育てる。

具体的目標 具体的方策

・自分の授業を振り返り、指導技能の向上に努める。
・校内研究を通して学習過程の在り方を明確にす
る。
・全員研究授業を１回以上行う。

・自分の授業を記録にとり、振り返ることで、自己研鑽
を深める。
・校内研究で全員授業を行い、事後の研究会の中で検
証しあい、授業力を高める。
・講師を招聘し、研究会を充実したものにする。
・各種研修会への参加を奨励する。
・全校スピーチにおける指導やプレゼンタイムを充実さ
せ、技能の向上とともに意欲喚起を図る。
・小学生新聞を購読したり、国語辞典を常時置いたり、
「きらきら算数コーナー」を設置したりと、環境面で学び
の刺激的サポートを講じる。

教
育
活
動

●学力の向上

・「井原山チャレンジ」で全員90点以上をめざす。
・年４回のパフォーマンス評価で８割の児童の結果を
向上させる。

・国語タイムを有効に活用し、繰り返し学習を行い、学
習内容の定着を図る。
・毎日の家庭学習についても個に応じた課題を出し、
日常的に丁寧な対応を行う。加えて、自主学習を奨励
し、手立てを講じる。
・県の学習状況調査やＣＲＴ学力検査の結果の考察を
行い、指導に生かす。
・自分の考えを書いたり説明したりする、ノート指導の
手立てを工夫する。

・児童の１００冊以上(おすすめの本を含む）読書量を
目指す。児童の達成率１００％。
・読書のジャンルを広げ、質の向上をめざす。

・毎週月曜日に朝読書・読み語り（ボランティア）を実施
する。
・多読者の紹介（図書館だより）・表彰をする。
・図書館祭り・各図書館系募集等を利用して全分類の
図書の貸し出しができるような取り組みを行う。
・学年に応じた「おすすめの本」を紹介し、読書の質の
向上を図る。

・デジタル教科書等を利用した教材提示を行い、児
童の興味関心や理解を高める授業を実践する。
・全学級で情報モラルの授業を実践する。

・ＩＣＴ利活用教育に係る職員研修を実施する。
・情報モラルに係る研修会・講話を実施する。



●小学校低学年の学習
環境の改善充実

基本的な生活習慣・学習
習慣の育成

低学年
担任
（角）

○幼保小中連携
中山間地域の近隣の保小
中との連携の推進

低学年
担任
（角）

領域 評価項目
評価の観点

（具体的評価項目）
担当

●健康・体つくり 全校剣道の充実
剣道担

当
（角）

望ましい食習慣と食の自
己管理能力の育成

食育担
当

（内村）

●心の教育 道徳教育の推進
道徳担

当
（江島）

●いじめの問題への対
応

人権教育の充実

人権・同
和教育
担当（江
島・内
村）

○生徒指導
きめ細かな個別指導の充
実

生徒指
導

担当
（角）

領域 評価項目
評価の観点

（具体的評価項目）
担当

○学校経営方針 本年度の重点目標の周知
校長

○開かれた学校作り 開かれた学校作りの推進
校長
教頭

特
定
課
題

○山村留学の継続・発
展

山村留学の継続・発展

山村留
学

担当
（教頭・
江島）

領域 評価項目
評価の観点

（具体的評価項目）
担当

○教員の資質向上
教職員の服務規律の保持
に対する意識向上

教頭

○危機管理
職員の危機管理の意識向
上と危機管理体制の整備
の充実

教頭
角

●は共通評価項目、○は独自評価項目

特
定
課
題

・家庭学習の習慣化のために、家庭と連携して、生
活・音読点検を徹底する。

・職員・児童に周知徹底し、授業・帰りの会等で全職員
で指導し、あらゆる機会に,[まっすぐ挙手・はっきり「は
い」と返事・すっと起立]の３点についての評価を行う。
・音読カードを配布し、毎日点検し、表現力の向上を図
る。
・プレゼンタイムなど様々な発表の場を設け、意欲を持
たせる。

・近隣の保小中それぞれと３回以上の連携に関する
活動を行う。
・総合的な学習・生活科との関連を図り、郷土の良さ
を伝えようとする意欲を育てる。

・北部保育園と行事を中心に交流活動を年3回以上行
う。
・北山中、三瀬中と年２回以上の教育相談活動を行
う。
・鬼火小屋作りや鬼火焚きなどの地域の伝統的な行事
を取り上げ近隣の学校に向けてアピールする。

②　規律正しい生活・全校剣道を通して心身ともに充実した児童を育でる。

具体的目標 具体的方策

教
育
活
動

・剣道を通して自分の体力づくりに関心をもたせ、進
んで運動をする態度を育てる。
・剣道を通して礼儀正しい態度を身に着けさせる。

・剣道ノートを利用して、自分の目標や稽古について振
り返らせ、運動に対する意欲を高めさせる。
・生活の場で礼儀正しい態度で過ごせたことを賞賛す
る。

・朝食の内容・重要性について、学年に応じて児童に
考えさせ、実践させる。
・学校給食を活用し，健全な食生活と食事マナーの
習得に取り組む。給食を残さず食べる。９５％以上。
食事中・食後のマナーの定着を図る。
・楽しい会食を工夫できる児童を育てる。

・学級活動や給食週間の取組を通して指導する。
・全職員による給食指導を行う。高学年が家庭科で学
習した会食の仕方等、給食時間を利用して全児童に
広める。

・年１回以上、全学級でふれあい道徳の授業公開を
行う。

・生命尊重・家族愛を中心とした価値項目で授業を実
践し、よりよい生き方を保護者と一緒に考えさせる。

・児童一人ひとりが大切にされる学校・学級をめざ
す。
・「いじめ０」の継続。
・全職員で取り組み、児童の人権意識を高める。

・月に１回人権教室の実施（学期に１回、校長・教頭・
養護教諭も行う。）
・毎学期，全校での人権学習・集会の実施。
・保健の「いのちの教育」とタイアップした授業の実践。
・12月の全校人権集会の実施。
・月１回の「心のアンケート」を活用した、各児童の実態
に応じたより具体的な指導の実践。

・生活の約束『３つのあ』活動の定着を図る。『３つの
あ』を進んでできる児童が１００％。
・基本的な行動様式の定着を図り、気になる子どもに
対して全職員で支援する。
・安全教育の指導の徹底を図る。

・「あいさつ・あんぜん・ありがとう」の活動ができた児
童をスターシールなどを活用してほめる。全校の場で
も紹介する。
・生徒指導・教育相談連絡会を毎月開き、気になる子
どもに対して、全職員共通理解の上で、きめ細かに対
応する。
・毎日の全校帰りの会で、交通安全や防犯意識を高め
る指導を行う。

③　地域から信頼され，地域と連携した豊かな体験活動が充実した学校づくりを行う。

具体的目標 具体的方策

学
校
運
営

・教職員・児童・保護者の周知率を９割以上とする。

・職員会議、全校集会等で説明する。
・学校便り、山村留学総会･育友会総会などで周知し、
具体的取り組みを説明する。
・地域参加の各行事ごとに周知を図る。

・学級だより、学校だより、学校ホームページ等によ
る情報発信を拡大する。
・保護者だけでなく、地域の方も含めた学校行事を充
実させる。

・学校便りは、保護者・山村留学生の実親・地域全戸
に配布する。
・実親には、学級便りや学校での子どもの様子が分か
る写真等も一緒に送る。
・「総合的な学習の時間」の内容・ボランティア活動の
内容等を見直し、児童のいない地区へも積極的に職
員・児童が出かけ、連携を図る。
・学校の活動をアピールし、地域の方の学校行事への
参加を促す。

・保護者・地域と協力し山村留学の継続・発展ができ
る学校をめざす。

・山村留学実行委員会と協力して、山村留学のできる
学校としてのよさをアピールする。
・地域に根ざした学校として様々な行事を地域の方と
一体になって実施する。
・校内研究ともリンクし、「総合的な学習の時間」等を活
用し、地域行事を児童主体型で行う。

本年度の重点目標に含まれない共通評価項目

具体的目標 具体的方策

学
校
運
営

教職員の服務規律の保持に対する意識を向上す
る。

・職員会議や連絡会で、毎回服務規律について話題を
提示し、職員の意識を高める。
・通知文は、全員に配布し、必ず管理職より補足説明
をする。
・日常的に事案・事件、事故の情報提供を行う。

危機管理マニュアルをもとに不審者侵入を始めとす
る避難訓練で全員が自分の役割を遂行する。

・本校の実態に応じた危機管理マニュアルを作成す
る。
・年３回以上の避難訓練を行う。
・避難訓練の１回は不審者侵入に対するものにする。


